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小田原市エネルギー政策推進課 



再生可能エネルギーの導入促進（エネルギーツーリズムの実現） 

１ 背景 
○小田原市エネルギー計画の計画期間である２０２２年までに、計画に掲げる大幅な再エネ率 

 の向上を達成するためには、市民や事業者がエネルギー計画の目標を共有しつつ、それぞれ 

 の役割や責務を果たし、一丸となって効果的に推進することが重要。 

○小田原の特性を生かした再生可能エネルギー事業をつなぎ、ツーリズムとしての仕組みを構 

 築し、エネルギーの学びの場とするとともに、地域経済の活性化も促進する。 
１ 人材育成、 
  意識啓発 

２ 仕組みづくり、   
  事業化検討 

３ 直接の効果、 
  自立的な推進 

再エネ導入割合の大幅増加、目標達成 

２ 事業概要 

（１）エネルギーツーリズムの実現 

   市内のメガソーラーや小水力発電事業など、小田原の特性を生かした再生可能エネルギー事業を結び付け、エネルギーツーリズムと      

   しての仕組みを構築し、本市の魅力を向上につなげる。全国から集客を行うことで、地域経済の活性化も促進する。 

１－⑤エネルギーツーリズムの実現 

環境
教育 

エネルギー 

文化
遺産 

<魅力的なコンテンツの創造> 

○総合学習のテーマや遠足等現 

 地見学のコースに位置付け 

＜教育・社会的な意義の向上＞ 

○エネルギーの利活用について  

 の理解、人材育成、啓発 

＜観光資源としての整備、充実＞ 

○民間資金を活用した環境整備、 

 コンテンツの魅力強化を継続 

大規模太陽光発電施設 
○2014年（平成26年）、市民参加型の 
 再エネ事業として市内久野に設置。 

小水力発電所遺構 
○1917年（大正６年）に建造。1948年まで稼働、
山林に送電網が整備されたことに伴い稼働を停止。 
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小田原市における環境・エネルギー観光資源とその論点 

○エネルギーツーリズムの立ち上げにあたっては、まず地域において観光客を呼び込むことができるような「エネルギー観光資源」を発 

 掘、確認することが必要。 

○さらに、地域経済への好影響につなげるため、エネルギー以外の観光資源についても含め、時季の制限事項等の観点から有望な地域資 

 源を整理する。 

○小田原において訴求力、競争力のある地域資源は何か？ 

○人や金が地域内で回るよう、エネルギーをキーワードに文化・歴史・産業資源をつなぎ合わせられるか？また、それをどの 

 ような手法でＰＲしていくべきか？ 

○施設等までの交通手段をどのように確保するか？ 

施設等名称 資源の種類 季節等による制限 エネルギーとの関連 

小田原メガソーラー市民発電所 エネルギー資源 屋外型のため荒天時× ― 

小水力発電所遺構 歴史資源 屋外型のため荒天時× 大正時代の発電所 

民間整備の先導的再エネ導入施設 エネルギー資源 

…
 

…
 

…
 

…
 

エネルギー資源 自然資源 文化資源 歴史資源 産業資源 

エネルギーの観点から結びつける 

複数の資源をつなぎ合わせ、ひとつのエネルギーツアーのコンテンツとして整備。資源の性質により訴求対象は異なるが、これらを組み
合わせることによりツアーのターゲットとする市場を拡大することが重要。まずは、小田原市で毎年実施している旅行業者等を対象とし
たプレスツアーを活用し、コンテンツとしての有望性と課題についての把握につなげる。 

＜論点＞ 

２ 

○本市地域資源の整理 

＜小田原市の考え方・取組方針＞ 



参考（エネルギーツーリズムについて 小田原市プレスツアー） 

１－⑤エネルギーツーリズムの実現 

小田原市広報広聴課では毎年、出版社、旅行業者、宿泊業者及び交通機関等の事業者を招き、小田原市の観光等の様々な地域資源スポッ
トを案内、その魅力を体験してもらう「プレスツアー」を実施している。 
このツアーで有望なコンテンツについては参加事業者が各メディアでご紹介いただくほか、旅行商品開発にも活用される等が期待される。
さらに、コンテンツの魅力向上のためのアドバイス等も受けることができる。 

メガソーラーや小水力発電所の遺構等、エネルギー関連施設を地域資源として提示し、コンテンツの課題の把握等につなげる。 

メディア掲載実績 

○新聞 ３紙 
○雑誌 ４誌 
○SNS、ネット掲載 ２媒体 

新たな取組につながった例 

○旅行商品の開発 ２件 
○ホテル等での地場商品の取扱 
○小田原梅まつりとタクシー会社とのコラボ 
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